
土・鉢について

キョウチクトウ科ニチニチソウ属／一年草
【開花時期】5月中旬～10月
【その他】花径：2～3ｃｍ／草丈：約30ｃｍ

置き場所

水やり

Flower Data

用土、鉢、元肥、追肥（液体肥料）を準備しましょう。

●【用土】新しい土を使いましょう。古い土の場合、病原菌などが残っている場合がありますので、市販の培養土を準備して新し
い土で植えてください。花の育ち方が違います。フェアリースターは草丈が低く、雨による土の跳ね返りに弱いので、鉢植えやプ
ランターがおすすめです。

● 【鉢（プランター） 】プランターに植え込む場合の株数の目安は、30cm直径の丸鉢プランターに2～3株です。

●日当たりと風通しの良い屋外で育てましょう。特に5～6月と10月は少しでも気温が高く、明るい場所で育てる方が元気に開花
します。

直射日光を好みます。

土が乾いているのを確認してから、たっぷりと与えましょう。

●鉢土が乾いたらたっぷり水を与えてください。花や葉に直接水をかけると、株が傷んだり、蒸れや病気などの原因になります

ので、株元から水やりしてください。乾かし気味の管理が基本です。

定期的に与えましょう。

●市販の肥料を準備しましょう。花をたくさん咲かせるためには欠かせません。植込み時には直径30cmのプランターに置き

肥として元肥を5粒混ぜ込みましょう。

●追肥は植え込み後1週間くらい経ってから、市販の液肥を2週間に一回のペースで定期的に欠かさずやってください。

●花が咲いているときは、液肥を週に2回程度与えても良いでしょう。

※お手持ちの肥料に記載されている肥料の使用方法、濃度、頻度を参考にしてください。

ポイント ●置き肥として元肥5粒を月に一度、必ずあげるのがポイントです！

肥料

●植え付けの時には、株を深く植えすぎないのがポイント。苗の土の表面が隠れない程度に浅く植えましょう。こうすることで株

元に風が良く通るようになります。

●フェアリースターは、小輪で自然に花殻も落ちやすいため花がら摘みの手間はかかりません。

●茎が伸びて形が崩れたら、伸びてしまった茎の先端を、小さな新芽や花芽の出ているところの上で切ります。分枝

がさらに良くなり、ボリュームのある株になります。

●晩秋まで花を咲かせるためには、8月上～中旬に形を整える程度の軽い摘芯を行うとたくさんの花を長く楽しめます。

●日照時間が短くなってきますので、最終の摘芯は、お盆頃までにすませましょう。

ポイント

摘芯＆切戻し

その他

栽培の過程でご不明な点やお困りのことがございましたら、お気軽にご相談ください。

サントリーフラワーズお客様センター
電話番号：0570-550-087

（平日10：00～17：00 土・日・祝日休）

メールによるお問い合わせ info@suntoryflowers.co.jp

サントリーフラワーズホームページ http://suntory.jp/FLOWER/


